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   CAZ was administered to 34 patients in the field of urology for treatment or prevention of serious 
infections with many complicated factors. The duration of treatment ranged from 9 to 30 days, the 
most frequent being 14 days, which was the duration originally set as the standard. As the  results 
CAZ was considered to be one of the drugs of choice in the cases requiring long-term treatment, from 
the viewpoint of both efficacy and usefulness. 




近 年 開発 され た 第3世 代 注 射用Cephem系 抗 生物
質Ceftazidime(以下GAZFig.1)は,既 存 の 同系
薬 剤 と比 べ てGNB(Gramnegativebacteria)の
うちS.marcescens,P.aeruginosa,NF-GNR(Glucose
nonfermentinggramnegativerods)にま で抗 菌 ス
ペ ク トラ ムが 拡 大 され た こ と1--5),薬動 力 学 的 バ ラ ン
ス の良 い こ と6》,忍容 性 に す ぐれ,安 全 性 の評 価 が 高
い こ とな ど7・8)から,多 くの臨 床 家 の間 で有 用 な 抗 菌
剤 と して 注 目を浴 び て い る.
わ れわ れ はCAZを 泌尿 器 科 領 域 で 重 症 度 の 高 い
感 染 症 や 腎移 植 を は じめ とす るmajorsurgeryの術
後 感 染 防止 な どを 対 象 に投 与 し,有 効 性 と有 用性 に つ
い て検 討 をお こな った.と くに 今 回 の検 討 で は,UTI
薬 効評 価 基 準 とい う枠 の中 のみ の 評 価 で な く,感 染 防
止 目的 に 用 い る こ とを 含め,実 際 の 幅広 い 治療 分 野 で
有 用 性 を 問 うこ とに 主 眼 を 置 いた の で,主 治 医 の効 果
判 定 を 重 視 した.ま た投 与 日数 は標 準 を14日と し,こ
うした長期投与の場合の安全性の評価 も大きな課題の
ひとつとした.
































































































ble3,4に示 しているが,膀 胱全摘出術,前 立腺全摘


























































































































































































































































































































































































































































































な った.こ の ほ か に一 部 の症 例 で プ ロ トロ ン ビ ン時 間


























































効果は,Table10に示 した.5日 目判定で,正 常化
5例,改善4例,不 変10例,不明3例 で,正常化と改
善をあわせた有効率は19例中9例47%であった.治療




効6例,有 効11例,やや有効7例,無 効1例 で有効以
上の有効率は25例中17例68%であった.治療終了時で
は著効6例,有 効14例,やや有効4例,無 効1例 で,
有効率は25例中20例80%oであった.このうち細菌性前






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Unchanged Unchanged Good Good 71 69 None None




EliminatedEliminated Good Good 90 70 S・GOT None
IndeterrninateUnchanged Fair Good Unevaluable73 None None
Unchanged Unchanged Excellent Excellent 94 93 None None























































































































た.以上,対 象疾患の選択 とCAZに よる治療の適応
にっいての根拠を示 した.つ ぎに,実 際に治療対象と













Replaced Replaced Excellent Excellent IOO 工00 None None
IndeterminateIndeterminateGood Good 84 90 None None
IndeterminatelndeterminateUnevaluableUnevaluableUnevaluableUnevaluableNone None














































































































Subtota1 17 6(46) 7 4 8(50) 8 1










































































6 ll 7 1 17!25(68)












6 9 4 6 19/25(76)10/25(40)




nosaをは じめとするGNB感 染に対してはす ぐれた

























































































































































Good Good 70 70 None None
Good Good 90 90 None None
UnevaluableUnevaluableUnevaluableUnevaluableNone None







Unevaluable Poor Unevaluable 40 None None
Fair Fair 59 59 None None
1730
Table14.1.





















No. B*D*A* B D




























































































































































































































































































































































































































































































































































value 2-19 2-17 2■5-10,0 0.2-1.0 25-10.0 0.6-1.7
Case
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